
OSK083YN02A  エネルギー分散型　蛍光Ｘ線分析装置　アプリケーション 

　 　硫黄は燃焼すると大気中で硫酸を形成し、人体や環境に悪影響を及ぼす事から、定量が重要な元素です。

　　 2000年代半ば、米国環境保護庁(EPA)は石油製品に含まれる硫黄の量を大幅に削減するプログラムを開始しました。

　　 現在の自動車燃料中の硫黄の許容量は15ppm(百万分率)です。

　　 また、船舶からの汚染を減らすため、国際海事機関（IMO)は硫黄酸化物の排出制限を新たに設定しております。

　 　IMOは170以上の加盟国からなる世界最大の海事機関であり、「MARPOL Annex VI」と呼ばれる硫黄酸化物の監視・管理は、 

　   下記の通りECA（排出規制区域）内とECA外に分かれています。

　　 

　●硫黄分の削減戦略により、燃料と石油製品の硫黄分におけるモニタリングが大きな需要となっています。

　　 Xenemetrix社 エネルギー分散型蛍光X線（ED-XRF）分析装置は、最もシンプルで高精度、非破壊、価格性能に優れた

　　 分析装置で、ASTM法の要件を満たした硫黄の高精度かつ高精度な測定を迅速に行うことが可能です。

　　 また、初期投資を数か月以内に回収できるように設計された、費用対効果の高い保守管理ツールです。

　 

　　　 ASTMに準拠

　　　D7212,　D4294,　ISO20847,　IP531など、低硫黄分析の厳格な国際標準法に準拠。

　　　※D4294は、ED-XRFの使用に焦点をあてた試験法です。

 　 ◆上記関連機種 製品ページ： http://www.ogawaseiki.jpn.org/products/products2/蛍光X線分析装置

　　   対象品番：OSK083YN100～800
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